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議会改革特別委員会検討事項（平成２９年５月１５日） 
 

《議事堂のあり方について》 

項目 各委員からの主な意見及び検討結果 

議事堂の独立 ※案文をもとに協議を行いました。 

議場の利活用 

【各委員からの主な意見】 

・会派に持ち帰り協議する 

 

※協議の結果、今後も引き続き検討していくことを決定しました。 

傍聴席 ※案文をもとに協議を行いました。 

委員会室及び全員協

議会室について 
※案文をもとに協議を行いました。 

議員控室及び応接

室、談話スペースに

ついて 

【各委員からの主な意見】 

・会派室は全て同じ大きさでよいのか 

・会派室は全て同じ大きさでなく、多少の大小はあってもよい。少人数の部屋があれば、

談話室としても使える 

・会派室を同じ大きさとすることについては、「原則」または「おおむね」という文言を

入れればよいのではないか 

 

※案文をもとに協議を行い、新たに設置する会派室は原則同じ大きさとすることに修正す

ることを決定しました。 

セキュリティについ

て 
※案文をもとに協議を行いました。 
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《３月22日の委員会で提案された検討項目》 

項目 提案の主旨、各委員からの主な意見及び検討結果 

災害時における議会

としての対応につい

て 

【提案の主旨】 

・大規模災害が発生した場合の対応として、各議員が行動すべき具体的なマニュアル等の

整備を 

・市の災害対策本部への協力・支援内容等の検討を 

【各委員からの主な意見】 

・他自治体で取り組んでいる内容を調査研究する 

 

※協議の結果、今後も引き続き検討していくことを決定しました。 

議員の納税状況の公

開について 

【提案の主旨】 

・議員の政治倫理の確立と向上を目指し、政治倫理条例の中に、議員の納税状況の公開を

盛り込むべきではないか 

【各委員からの主な意見】 

・提出書類については、議員の了解をもとに事務局が一括して収集できないか 

・上下水道料金については税ではないので、公開対象から除いたほうがよい 

 

※協議の結果、上下水道料金を除き、議員の納税等状況を公表することを決定しました。 

市長が専決処分をす

ることができる事項

の改定について 

【提案の主旨】 

・被害者に対し、迅速な救済措置を行うため、全額保険で支払われる案件については、市

長が専決処分をすることができる損害賠償額の範囲拡大を 

・「法令改正に伴う引用条文の条ずれ」など、実質的な内容の変更がないものについて、

議会の議決が必要というのは合理的ではないので、市長の専決処分を可能に 

【各委員からの主な意見】 

・自動車保険は対人と対物がセットなので、切り分けることはできない。それ以外の保険

の対物の取り扱いについては、これまでどおりで 

・交通事故とそれ以外の人身事故については、専決処分を可能とすることに賛成 

・切り分けられない根拠等について、執行部に資料を要求 

 

※協議の結果、今後も引き続き検討していくことを決定しました。 

傍聴券における住

所・氏名記入の廃止

について 

※５月２日の委員会で協議の結果、傍聴券における住所・氏名記入の廃止を決定しまし

た。 

 

→廃止に当たって、草加市議会傍聴規則の一部を改正することを決定しました。 
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項目 提案の主旨、各委員からの主な意見及び検討結果 

議会報・議会ホーム

ページを所管する委

員会の設置について 

【提案の主旨】 

・議会広報力の向上を目指し、議会報及び議会ホームページ等に特化した委員会の設置の

検討を 

【各委員からの主な意見】 

・賛成 

・時期尚早 

 

※提案者から取り下げられました。 

議員派遣による会派

視察及び全国市議会

議長会研究フォーラ

ム参加の廃止につい

て 

【提案の主旨】 

・議員派遣による公費負担での会派視察は公務性が問われ、実施している自治体も少ない

ため廃止を 

・公募型の研修会である全国市議会議長会研究フォーラムへの公費負担による参加の廃止

を 

【各委員からの主な意見】 

・来年度から廃止であれば賛成 

・いま廃止できないものが、来年度ならできるのか 

・即廃止することが望ましい 

・ただちに廃止が望ましいが、まとまるのであれば来年度から廃止でもよい 

 

※協議の結果、議員派遣による会派視察及び全国市議会議長会研究フォーラムの参加につ

いては、来年度から廃止することを決定しました。 

 


